
中間とりまとめの骨子案

令和４年３月８日

気象庁情報基盤部気象衛星課

－1－

資料5



静止気象衛星に関する懇談会

「静止気象衛星に関する懇談会」の開催状況
第１回 （令和元年 ９月３日）： 静止気象衛星ひまわりの役割・意義

第２回 （令和２年 ７月21日）： 国内外の技術動向、最新の科学技術の導入

第３回 （令和３年 ２月24日）： 民間のニーズ、事業実施方法

第４回 （令和３年 ８月26日）： さまざまな分野における利活用

第５回 （令和４年 ３月 ８日）： データ利活用促進の取組
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ひまわり９号の運用・利用

後継機の
運用・利用

ひまわり８号の運用・利用

後継機の製造 打上げ後継機の検討

第1回

静止気象衛星に関する懇談会

現用機

後継機
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第2回 第3回 第4回

次回（第6回）2022年6月頃
中間とりまとめ

第5回



1. はじめに

2. 静止気象衛星の意義・位置付け

– 静止衛星を取り巻く宇宙政策の動向
– わが国内外における防災面での役割
– 様々な分野におけるひまわりの利用

3. 次期静止気象衛星の整備・運用に関する取組方針

– 最新技術の導入
– 運用事業における民間活力の活用
– 利活用促進の取組

4. 最終とりまとめに向けて
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